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　40 周年を迎えた山梨県支部（芝草の会）は、
２月 20 日（土）に山梨大学にて、中込さと
子教授と第３回山梨ダウン症フォーラムを
開催しました。テーマは「接し方、かかわ
り方」。
　生憎の荒天でしたが、多職種の専門家と
芝草の会会員やご家族 119 名が出席し、子
どもから大人までの課題について講演会と
分科会で共に考える場となりました。
　臨床遺伝専門医で小児科医の長谷川知子
先生から「支援をするための基礎となる認
識」、言語聴覚士の石上志保先生から「言葉
を育てるために」、ＪＤＳの清野弘子理事か
ら「出逢って 28 年 ダウン症ってなあに、
息子の気持ちに寄り添って」の講演をいた
だきました。

　「レッテルを貼らず可能性を信じ、焦らず
関わることが大切」「言葉の不思議な特徴の
謎が解けた！すぐに実践したい」「同様な体
験があるとしても希望の道しるべになった」

「支援の現場で活かしたい」等、多数の感想
が寄せられました。ご協力ありがとうござ
いました。

【山梨県支部（芝草の会）：野中 文子】

　広島支部では４回目の「世界ダウン症の
日」記念イベントとして「スピーチ大会」
を開催。「私達の思いに耳を傾けて下さい」
の副題で、６名のダウン症のある本人たち
と、共に活動してきた学生１名のスピーカー
が、一生懸命に練習してきた成果を発表し
ました。
　旅行の思い出や学校の仲間や職場のこと、
それぞれの環境の中で起きた出来事を文字
にし、自分の思いを自分の言葉で表現して
伝えるという難しい発表を自信をもってや
り遂げました。その力が感動となり、見に
来てくださった方に伝わったのではないか
と思います。緊張の中たくさんの拍手を頂
いた顔は、笑顔いっぱいでした。
　そしてもう一つ、「私たちの平和メッセー

ジ」として、本人たちが自分にとっての「平
和」とは何だろうと、言葉にして伝えました。
　小さな啓発イベントですが、自信をもっ
ていく積み重ねが大きな一歩になって、周
りの支援者の皆様と進む道に続いていけれ
ばと思います。

【広島支部 支部長：梅林 真奈美】
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2 月 20 日

2 月 27 日

JDS 山梨県支部の第３回ダウン症フォーラム

JDS 広島支部（えんぜるふぃっしゅ）のスピーチ大会

会創設 40周年の記念事業として開催したフォーラム

自分の思いを自分の言葉で人に伝えることが生きる自信に

ＪＤＳキックオフと同日に山梨から関連事業がスタート

何度も練習し思いを込めて自分の言葉で発表しました！

３
月　

日
「
世
界
ダ
ウ
ン
症
の
日
」、
３
月
「
ダ
ウ
ン
症
啓
発
月
間
」
の
こ
の
時
期
、
様
々
な
関

連
事
業
が
全
国
各
地
計　

カ
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
順
次
、
報
告
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。


